
令
和
2
年
4
月
よ
り
助
教
と
し
て
着
任

さ
れ
，
研
究
室
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
林

先
生
が
令
和
7
年
4
月
よ
り
長
岡
科
学

技
術
大
学 

環
境
社
会
基
盤
系

准
教
授
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
．

(

記:
井
上)

橋
梁
研
新
聞

大
阪
公
立
大
学

同窓会号

令
和
七
年
7
月

5
日
発
行

新歓の様子

令
和
5
年
9
月
に
戸
田
様

（平
成
28
年
度
修
了
生
，
エ
ム
・

エ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
㈱ 
）
，
令
和
6

年
4
月
に
吉
山
様
（
平
成
25

年
修
了
生
， 

㈱ IH
I

イ
ン
フ
ラ

シ
ス
テ
ム
）
が
，
社
会
人
ド
ク

タ
ー
に
入
学
さ
れ
ま
し
た
．

令
和
7
年
4
月
に
大
野
様

（大
阪
市
）が
特
任
研
究

5
月
に
は
，
4
回
生
の
研
究
テ
ー
マ
が
決
定
し
，
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

や
実
験
，
解
析
等
で
大
忙
し
で
す
．
昨
年
度
か
ら
岩
手
大
学
・

徳
島
大
学
，
長
岡
科
学
技
術
大
学
と
合
同
で
解
析
ゼ
ミ
を
実

施
し
，
研
究
室
を
超
え
た
研
究
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
．

(

記
：
瀬
川)

教授：山口，鬼頭

特任教授：古田

客員教授：三ツ木

特任研究員：大野

秘書：北見

D4：吉岡，田中

D3：徳増，秦，頼，

　　 李，北市，姚

D2：戸田，吉山

M2：木川，土生川，坂東

M1：井上，瀬川，楢崎，

　　　 平賀，守山

B4：芦矢，江田，工藤，

　  武田，西垣，米澤

研
究
員
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
．
ま
た
，
4
回
生
の
6
名
が
配

属
さ
れ
，
総
勢
30
名
の
大
所
帯
と
な
り
ま
し
た
．
4
回
生
は

4
名
が
女
性
で
す
．
学
年
，
性
別
を
問
わ
ず
，
メ
ン
バ
ー
同
士

で
互
い
に
協
力
し
合
い
，
先
輩
方
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
一
致

団
結
し
て
研
究
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
．

大
野

良
昭(

特
任
研
究
員)

【
自
己
紹
介
】

3
月
末
に
大
阪
市
役
所
を
定
年
退
職
し
、

4
月
か
ら
研
究
室
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
．
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
課
題

の
解
消
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
．

【
研
究
内
容
】
阪
堺
大
橋
を
題
材
と
す
る
Ｓ
Ｆ
Ｒ
Ｃ
舗
装
鋼

床
版
当
て
板
補
修
の
効
果
検
証
と
適
切
な
補
修
方
法
の
提
案

戸
田

健
介 

(

2
回
生)

【
自
己
紹
介
】20

1
8

年
修
了
，
社
会
人
ド
ク
タ
ー
2
年
目
，
エ
ム
・
エ

ム 

ブ
リ
ッ
ジ
㈱
の
戸
田
で
す
．
通
常
業
務
の

傍
ら
で
，
学
生
の
頃
を
思
い
出
し
な
が
ら
，

吉
山

純
平 

（
2
回
生
）
【
自
己
紹
介
】
橋
梁

メ
ー
カ
ー
12
年
目
、
社
会
人
ド
ク
タ
ー
2
年
目

の
吉
山
で
す
．
担
当
業
務
で
山
口
先
生
に
ご
指

導
い
た
だ
い
た
縁
も
あ
り
、
そ
の
ま
ま
学
生
と

し
て
在
籍
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

新
た
な
メ
ン
バ
ー
の
ご
紹
介

最
近
の
研
究
室

令
和
5

年
度
，
6

年
度
の
学
生
の
進
路

令
和
5
年
度

㈱
建
設
技
術
研
究
所
，
㈱
駒
井
ハ
ル
テ
ッ
ク
，
宮
地
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
㈱ 

，
西
日
本
高
速
道
路
㈱ 

，
エ
ム
・エ
ム 
ブ
リ
ッ
ジ
㈱ 

，

N
E
X

C
O

西
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
㈱

令
和
6
年
度

京
都
大
学
後
期
博
士
課
程
，JF

E

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱ 

，
㈱

建
設
技
術
研
究
所
，
阪
神
高
速
道
路
㈱

博
士
後
期
課
程
修
了
者

北
海
道
大
学
助
教
，
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
総

合
研
究
機
構

⚫
IA

B
S

E
in

M
an

ch
ester

令
和
6
年
4
月
9
日
～
11
日
に
か

け
て
，
英
国
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
大
学
で
行
わ
れ
，
山
口
先
生
，

小
西
さ
ん(

令
和
5
年
度
修
了
生)

，

社
会
人
ド
ク
タ
ー
の
北
市
さ
ん(

博
3)

，

石
黒
さ
ん
，
安
田
さ
ん(

当
時
修
2)

，

土
生
川(

修
2)

が
参
加
し
ま
し
た
．
初
め
て
の
海
外
発
表
で
苦
戦
す
る
部
分

も
あ
り
ま
し
た
が
，
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
無
事
発
表
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
．
さ
ら
に
，
現
地
の
大
学
や
コ
ン
サ
ル
の
訪
問
，
橋
梁
視
察
も
行
い
ま

し
た
．

(

記
：土
生
川)

学
外
発
表
も
盛
ん

グラスゴー大学にて

Tower Bridge

⚫

構
造
工
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

令
和
6
年
4
月
13
日,

14
日
，
令

和
7
年
4
月
12
日,

13
日
に
東
京

科
学
大
学 

大
岡
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
，

構
造
工
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
．
研
究
室
か
ら
は
，
第

70
回
に
は
社
会
人
ド
ク
タ
ー
3
名
，

当
時
修
2
の
1
名
が
，
第
71
回

に
は
社
会
人
ド
ク
タ
ー
1
名
，
修

1
の
1
名
，
令
和
6
年
度
修
了

生
の
2
名
が
発
表
し
ま
し
た
．
第

70
回
に
て
，
木
山
さ
ん(

当
時
修

2)
が
優
秀
講
演
賞
を
受
賞
さ
れ

て
い
ま
す
．   

(

記
：土
生
川)

ぶ
ら
土
木
で
現
場
見
学
へ

土
木
構
造
物
見
学
サ
ー
ク
ル
「
ぶ
ら
土

木
」
で
は
，
令
和
6
年
9
月
に
エ
ム
・
エ
ム
ブ

リ
ッ
ジ
㈱
様
の
ご
案
内
で
喜
連
瓜
破
橋
梁
大

規
模
更
新
工
事
の
夜
間
架
設
現
場
を
見
学

し
ま
し
た
．
新
た
な
橋
桁
を
一
夜
の
う
ち

に
正
確
に
架
設
す
る
一
連
の
様
子
を
見
学

し
，
迫
力
あ
る
場
面
を
間
近
で
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
，
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
．

(

記
：井
上)

架設の様子

⚫

関
西
土
木
工
学
交
流
会

令
和
6
年
11
月
8
日
に
イ
ン
テ
ッ
ク

ス
大
阪
で
開
催
さ
れ
，
修
2
の
学
生

3
名
が
発
表
し
，
木
川
が
イ
ン
プ
レ
ッ

シ
ブ
ポ
ス
タ
ー
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
．

(

記
：
土
生
川)

大
阪
公
立
大
学
に
広
が
る
変
化

大
阪
公
立
大
学
の
誕
生
か
ら
，
早
く
も
4
年
目
を
迎
え
ま
し
た
．
森
ノ
宮

キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
設
や
杉
本
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
新
理
学
部
棟
の
完
成
な
ど
，
大
き

な
変
化
が
続
い
て
い
ま
す
．
工
学
部
で
は
，
現
在
は
都
市
学
科
・
建
築
学
科
・

バ
イ
オ
化
学
科
を
除
く
学
科
が
中
百
舌
鳥
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
転
し
ま
し
た
．
そ

の
影
響
で
，
杉
本
キ
ャ
ン
パ
ス
の
工
学
部
棟
は
以
前
よ
り
人
の
流
れ
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
．
そ
の
結
果
，
橋
梁
研
は
，
新
た
に
会
議
室
と
試
験
体
置
き
場

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
．

 

（記
：井
上
）森ノ宮キャンパス

新理学部棟

会議室

試験体置き場関西土木交流会

構造工学シンポジウム

林
先
生
が
長
岡
科
学
技
術
大
学
の
准
教
授
に

た
．
頑
張
り
ま
す
．
【
研
究
内
容
】既
設
鋼
ト
ラ
ス
橋
を
対
象

に
、
当
て
板
補
強
さ
れ
た
箱
形
断
面
鋼
部
材
の
応
力
伝
達
機
構

を
解
明
し
、
当
て
板
構
造
の
設
計
合
理
化
手
法
を
提
案
す
る
こ

と
を
主
題
と
し
て
い
ま
す
．

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
．
【
研
究
内
容
】
バ
イ
パ
ス
工
法
を

用
い
た
鋼
橋
部
材
取
替
に
関
す
る
研
究 

既
存
の
バ
イ
パ
ス
工

法
の
設
計
手
法
確
立
と
新
た
な
バ
イ
パ
ス
部
材(

ウ
ェ
ブ
バ
イ
パ

ス
部
材)

の
提
案
を
目
指
す
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す

林 厳 准教授



橋
梁
研B

B
Q

も
恒
例
に

令
和
7
年
4
月
29
日
に
毎
年
恒

例
の
橋
梁
研B

B
Q

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
．
当
日
は
，
現
役
の
学
生
に

加
え
，O

B
・O

G
の
皆
様
や
長
岡
技

術
科
学
大
学
の
学
生
の
方
に
も
ご

参
加
い
た
だ
き
，
総
勢
29
名
が
集

う
賑
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
．

ま
た
，
先
輩
方
か
ら
美
味
し
い
お

肉
の
差
し
入

れ
も
い
た
だ

き
ま
し
た
．

そ
の
後
，
二

次
会
の
場
で
，

学
年
や
立
場

を
超
え
て
親

睦
を
深
め
る

こ
と
が
で
き

ま
し
た
．

(

記
：
楢
崎)

集合写真

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

令
和
6
年
12
月
8
日
に
万
博
記

念
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
開
催
さ
れ

た
関
西
鋼
構
造
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

に
参
加
し
ま
し
た
．
阪
神
高
速
道
路

を
は
じ
め
と
す
る
5
企
業
と
京
都

大
学
な
ど
の
8
校
が
参
加
し
ま
し
た
．

結
果
は
1
勝
1
敗
で
，
研
究
の
合

間
の
良
い
息
抜
き
に
な
り
ま
し
た
．

そ
の
後
，

懇
親
会
が
開

催
さ
れ
，
各

校
が
余
興
を

行
い
，
場
が

盛
り
上
が
り

ま
し
た
．
本

学
で
は
修
1

の
5
名
が
，

ダ
ン
ス
や
漫

才
を
し
た
ビ

デ
オ
を
上
映

し
ま
し
た
．

(

記
：
楢
崎)

余興の様子 ピッチャー

ゼ
ミ
旅
行 

因島大橋サイクリング

川田工業四国工場

おかやま
フォレストパーク

令
和
6
年
11
月
1
日
か
ら
3
日
に

か
け
て
瀬
戸
内
に
ゼ
ミ
旅
行
に
行
き

ま
し
た
．
1
日
目
は
，
川
田
工
業
㈱
様

の
四
国
工
場
を
見
学
し
，
溶
接
体
験

も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
．
夜
は
，

湯
ノ
浦
温
泉
を
堪
能
し
，
宴
会
も
行

い
ま
し
た
．

2
日
目
は
，
し
ま
な
み
海
道
で
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
し
ま
し
た
．
午
前
中
は
あ

い
に
く
の
雨
で
し
た
が
，
午
後
は
晴
れ

間
が
広
が
り
，
橋
梁
や
瀬
戸
内
の
景

色
を
楽
し
み
ま
し
た
．
30
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
道
の
り
で
時
間
は
か
か
り

ま
し
た
が
，
全
員
無
事
に
完
走
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
．

3
日
目
は
，
内
海
大
橋
の
視
察
を
し

た
の
ち
，
鞆
の
浦
で
街
並
み
を
堪
能
し

ま
し
た
．
ま
た
，
お
か
や
ま
フ
ォ
レ
ス
ト

パ
ー
ク
でB

B
Q

や
遊
具
を
楽
し
み
，
バ

ス
で
大
阪
ま
で
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
．

(

記
：守
山)

鋼
ト
ラ
ス
橋
の
補
強
設
計
合
理
化
へ

最
新
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

令
和
6
年
10
月
末
か
ら
約
1
ヶ
月
半
の

間
，
施
工
技
術
総
合
研
究
所
に
て
，
当
て

板
補
強
を
施
し
た
ト
ラ
ス
部
材
の
圧
縮
・引

張
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
．
実
験
は
石

黒
様
（
当
時
修
士
2
年
）
を
中
心
に
行
わ

れ
，
そ
の
他
の
学
生
は
1
週
間
ず
つ
交
代

で
参
加
し
ま
し
た
．

事
前
準
備
は
㈱ 

IH
I

イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム

様
の
工
場
に
て
炎
天
下
の
中
で
行
い
ま
し
た
．

ひ
ず
み
ゲ
ー
ジ
の
貼
付
ミ
ス
が
多
く
，
ひ
ず

み
ゲ
ー
ジ
の
貼
付
方
法
・
手
順
を
研
究
室

で
再
確
認
す
る
い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
．

圧
縮
試
験
で
は
母
材
・
当
て
板
の
座
屈
変

形
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．
引
張
試

験
で
は
終
局
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
，
当
て
板
・
バ
イ
パ
ス
材
の
挙
動
を

学
び
ま
し
た
．                     (

記
：
坂
東)

試験体設置状況

申
様
・
佐
倉
様
・
浅
野
様
・
山
下
様
・
陳
様
に
学
位
授
与

令
和
5
年
9
月
22
日
に
申
様
が
，
令
和
6
年
3
月
22
日
に
佐
倉
様
が
，
9
月

20
日
に
浅
野
様
・
山
下
様
が
，
令
和
6
年
3
月
24
日
に
陳
様
が
学
位
を
取
得
さ

れ
ま
し
た
．
申
様
は
「 

ボ
ル
ト
類
締
結
材
を
用
い
た
鋼
橋
部
材
の
当
て
板
補
修
・補

強
工
法
に
関
す
る
研
究
」，
佐
倉
様
は
，
「 

曲
げ
と
せ
ん
断
を
受
け
る
高
力
ボ
ル
ト

摩
擦
接
合
連
結
部
の
す
べ
り
・支
圧
強
度
に
関
す
る
研
究
」
，
浅
野
様
は
，
「 

プ
レ

キ
ャ
ス
ト
床
版
合
成
桁
の
鋼
桁―

床
版
間
の
合
成
作
用
に
関
す
る
研
究
」
，
山
下

様
は
「 

摩
擦
・
引
張
併
用
接
合
を
活
用
し
た
鋳
鉄
床
版
モ
ジ
ュ
ー
ル
間
の
接
合
構

造
に
関
す
る
研
究
」，
陳
様
は
「 

摩
擦
接
合
と
支
圧
接
合
を
併
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
継
手
の
限
界
強
度
に
関
す
る
研
究
」
に
つ
い
て
学
位
論
文
を
発
表
し
ま
し
た
．

研
究
室
一
同
，
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
．(

記
：坂
東)

中庭にて

授与式会場にて

校門の前にて

前庭にて

ブ
リ
コ
ン
2

0

2

4

集合写真

橋
梁
模
型
コ
ン
テ
ス
ト

令
和
6
年
10

月
18
日
に
第

16
回
橋
梁
模
型
コ
ン
テ
ス
ト
に
，

学
4
の
5
名
が
2
チ
ー
ム
で
参

加
し
ま
し
た
．
チ
ー
ムS

-N

曲
線

は
，
橋
梁
名
「 

扇
子
橋
」，
コ
ン
セ

プ
ト
「 

ア
ー
チ
橋
涼
」
と
し
，
扇

形
状
の
曲
線
美
を
追
求
し
た

ア
ー
チ
橋
と
し
ま
し
た
．
ま
た
，

チ
ー
ムH

.I.M

は
，
橋
梁
名
「 

自

碇
式
極
限
（曲
弦
）ト
ラ
ス
橋
」，

コ
ン
セ
プ
ト
「 

真
即
美
」と
し
，
技

術
・
経
済
面
か
ら
有
利
な
構
造

と
し
，
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
．
両
チ
ー
ム
と
も
協
力
し
合
っ

て
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
．

(

記
：平
賀)チーム H.I.M

チーム S-N曲線

富士山

ワ
ン
サ
イ
ド
ボ
ル
ト
と
当
て
板
に

よ
る
鋼
床
版
U

リ
ブ
の
補
修
・
補
強

令
和
7
年
の
5
月
に
頼(

博
3)

を
中
心

に
，
ワ
ン
サ
イ
ド
ボ
ル
ト
で
当
て
板
補
修

を
行
っ
た
，
小
型U
リ
ブ
鋼
床
版
の
載
荷

試
験
を
行
い
ま
し
た
．
載
荷
時
に
ト
ラ
ブ

ル
も
あ
り
ま
し
た
が
，
各
方
面
の
協
力
を

得
て
，
無
事
終
了

し
ま
し
た
．
大
型

実
験
室
の
ア
ク

チ
ュ
エ
ー
タ
を
用

い
実
験
を
行
い
，

そ
の
使
用
方
法
を

勉
強
す
る
い
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
．

(

記
：
平
賀)

試験体設置状況

内海大橋

練習の様子

製作の様子

令
和
6
年
9
月
11
日
か
ら
13
日
に
か
け
て
，

京
都
大
学
に
て
開
催
さ
れ
た 

Jap
an

S
teel

B
rid

g
e

C
o

m
p
etitio

n

に
，
橋
梁
研
か
ら
修

1
・
学
4
の
計
5
名
と
，
構
造
研
・
河
川
研
の

修
1
計
2
名
が
出
場
し
ま
し
た
．
本
年
度
は
，

“
緊
急
架
設
橋
”
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
，
主
に
2
種

類
の
部
材
を
組
み
合
わ
せ
た
モ
ジ
ュ
ラ
ー
ブ

リ
ッ
ジ
を
製
作
し
ま
し
た
．
シ
ン
プ
ル
な
構
成
で

急
速
施
工
が
可
能
で
，
現
場
条
件
に
応
じ
た

柔
軟
な
組
み
合
わ
せ
が
で
き
る
点
が
特
徴
で

し
た
．
入
賞
に
は
届
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
，
架
設
練
習
の

成
果
も
あ
り
，
本
番
で
は
過

去
最
速
の
架
設
タ
イ
ム
を
達

成
し
ま
し
た
．
設
計
か
ら
施

工
ま
で
取
り
組
ん
だ
経
験
は
，

参
加
学
生
に
と
っ
て
貴
重
な

学
び
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
．

(

記
：木
川)

申
様

佐
倉
様

山
下
様

浅
野
様

陳
様
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